
 

 

 

 

                  報道発表資料の配付日時 11 月 26 日（水）10 時 00 分 

発 表 項 目 

（ 行 事 名 ） 

令和７年度水産林務部関係北海道社会貢献賞及び北海道産業貢献賞表彰式 

について 

記者レクチャー 

の お 知 ら せ 

(実施日時) 発 表 者  

発表場所  

概 要 

令和７年度水産林務部関係社会貢献賞及び北海道産業貢献賞の受賞者が

決定し、日高管内では次の方々が受賞されますので、お知らせします。 

なお、表彰式は次のとおり開催されますが、北海道産業貢献賞を受賞する

伊藤 栄氏、佐藤 勝氏、佐々 憲一氏が当日出席予定となっております。 

記 

１ 表彰概要      資料１のとおり 

２ 受賞者及び功績概要 資料２のとおり 

３ 表彰式等 

（１）日 時   令和７年 12 月 16 日（火） 

 ①北海道社会貢献賞 10:30～11:30 

 ②北海道産業貢献賞 13:30～14:30 

（２）場 所   ホテル札幌ガーデンパレス ２階 丹頂 

          （札幌市中央区北１条西６丁目） 

 （３）出席者   道特別職（調整中）、水産林務部長 

          北海道議会議長 

参      考  

 

報 道 （取 材） 

に 当 た っ て 

の お 願 い 

 

他 の ク ラ ブ 

と の 関 係 

同 時 配 付 

同 時 レ ク 

(場所) 

 水産記者クラブ（北海道）、 林政記者クラブ（北海道） 

 建設記者クラブ 

 

担 当 

（ 連 絡 先 ） 

北海道日高振興局 

水産課 水産課長   林  恒之  (0146)22-9320(直通) 

    漁政係長   荒川  純   (0146)22-9321(直通) 

林務課 林務課長   松木  亮  (0146)22-9310(直通) 

森林室 平取事務所長 安元 岳玄  (01457)2-2979(直通) 

 

12／16（火）の行事 

 



○令和７年度　北海道社会貢献賞 

 

＜水産業関係功労者＞ 

・海難救助功労者  

対　　象 表　彰　の　基　準 管内受賞者

永年勤続模範所員
  所員として３０年以上勤続し、その功績が他の模範

     

○令和７年度　北海道産業貢献賞 

 

＜水産業関係功労者＞ 

・水産団体等功労者  
対　　象 表　彰　の　基　準 管内受賞者

優良水産業協同組
　組合等の役員として忠実に義務を履行し、組合等の  

合等功労者
 本来の事業運営の向上に貢献し、その功績がきわめて

３名

（役員及び職員）
 顕著なもの。組合等の業務に精通し、組合等の運営に

貢献している職員。

（個人） 

水産業等功労者 　長年にわたり水産業事業に尽力し、若しくは貢献し、 １名 
又は永年職務に精進され、その功績が極めて顕著であ

って、かつ他の模範となるもの。

海区漁業調整委員
　長年にわたり海区漁業調整委員会、内水面漁場管理  

等功労者
 委員会又は海面利用協議会の委員として在職し、その １名 

功績が顕著なもの。

 

＜林業関係功労者＞ 

・森林づくり功労者                                                                 

対　　象 表　彰　の　基　準 管内受賞者

　長年にわたり林業及び木材産業関係事業に尽力し、               
若しくは貢献し又は永年職務に精進され、その功績が   　　       

個人、団体 極めて顕著であり、他の模範となるもの。 １名 
　新技術等の開発、利用の促進及び販路拡大などによ

り林業・木材産業の振興に多大な貢献のあったもの。

資料１

１名



令和７年度北海道社会貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 様似町 奥 山

おくやま

 雄 二
ゆ う じ

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６２歳 

資料２



令和７年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

浦河町 小 松
こ ま つ

 伸
のぶ

 美
よ し

 

昭和５２年４月に旧荻伏漁業協同組合に奉職し、長きにわたり業務
に精励し、平成１８年４月に参事に就任、平成２７年６月に専務理事
に就任し、卓越した指導力と行動力により組合員の生活向上や地域漁
業の振興に尽力されました。 
特に、永年の課題であった底曳漁船の組合リース事業に着手し、組

合長の補佐役として、関係各所の折衝に尽力し、その実現に大きく貢
献されました。  
また、令和３年９月に赤潮が発生した際には、国の対策事業が円滑

に実施されるように、自ら漁業者への事業説明に努めるなど被害対策
に尽力されました。 
さらに、令和３・４年度に組合が経営不振に陥った際には、経営改

善の対策に取り組み、令和５年度には経営の安定化を実現するなど組
織の中枢的な役割を果たし、漁業者からの信頼も厚く、漁業経営の安
定化に大きく貢献されました。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６７歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

浦河町 遠 山
とおやま

   寛
ひろし

 

昭和５７年２月に旧荻伏漁業協同組合に奉職して以来、長きにわた
り業務に精励し、平成２７年４月に参事、令和３年６月に常務理事に
就任し、販売担当理事として指導力と行動力により組合員の生活向上
や地域漁業の振興に尽力されました。 
特に、荻伏支所事務所の建設に際しては、組合長の補佐役として、

関係各所の折衝に尽力し、その実現に大きく貢献されました。 
また、平成２８年に発生した台風によるコンブ干場の流出被害に際

しては、その復旧のために、コンブ干場の整備に取り組み、コンブの
生産の回復と安定に尽力されました。 
さらに令和３・４年度に組合が経営不振に陥った際には、様々な経

営改善対策に取り組み経営改善を図り、令和５年度には経営の安定化
を実現されました。組合経営の安定化のために日々熱心に業務に取り
組み、組織の中枢的な役割を果たすとともに漁業者からの信頼も厚く、
漁業経営の安定化に大きく貢献されました。            
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６４歳 

  

 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
  組合等功労者） 

浦河町 南 條
なんじょう

 珠
しゅ

 一
い ち

 

平成２５年６月に員外監事に就任し、卓越した指導力と行動力によ
り組合員の生活向上や地域漁業の振興に尽力されました。 
特に、年２回、組合の経営安定を目的として独自に実施している役

職員を対象とした講習会では、行政の経験を活かして講師を務め、組
合経営の安定化に尽力されました。 
また、令和３・４年度に組合の経営が不振に陥った際には、その改

善策として信用共済部門の統合及びＡＴＭの導入により支所窓口を廃
止するなどの経費削減に向けた事業見直しを指導助言し、令和５年度
の経営の安定化に寄与されました。さらに組合経営の安定化のために
法令、法令に基づく行政庁の処分、定款及び総会の決議等を遵守し、
日々熱心に業務に取り組み、組織の中枢的な役割を果たす貴重な人材
の一人であり、また、漁業者からも信頼が厚く、漁業経営の安定化に
大いに尽力されました。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

７７歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（水産業等功労者） 
様似町 伊 藤

い と う

   栄
さかえ

 

平成８年から漁業に従事する傍ら、平成１６年に北海道青年漁業士、
平成２８年には北海道指導漁業士に認定、令和７年には日高管内漁業
士会副会長に就任し、若い漁業者の育成・指導に積極的に取り組む姿
勢は、管内漁業者の模範となりました。 
特に魚食普及に力を入れられており、各種イベントに主催者として

自ら店頭に立ち、水産物・水産加工品のＰＲ販売を行ったほか、食育
活動の一環として日高の水産物を給食で提供するためのメニューの試
作に携わるなど、様々な活動に積極的に取り組まれました。管内の小
学校においては、日高地域の主要漁業であるこんぶ漁業や、たこ漁業
をテーマとした出前授業で講師を務めたほか、子どもたちが生きた水
産物に触れる授業である「ミニ水族館」の運営に携わり、水産業の理
解を促進するなど日高管内の水産業・漁村の発展に大きく貢献されま
した。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

５４歳 

水産業関係 

功労者 

水産団体等 
功労者 

（海区漁業調整 
  委員等功労者） 

えりも町 佐 藤
さ と う

   勝
まさる

 

平成２４年８月から日高海区漁業調整委員会の委員に就任して以
来、今日に至るまで通算１２年以上の長きにわたり漁業者委員として
在籍し、海面の総合的な利用調整に尽力されました。 
特に第８次共同漁業権及び第１５次定置漁業権切替では漁業権切替

小委員会で委員長に就任し、漁業の現場に精通した識見と日高定置漁
業者組合長などの幅広い職務経験より培った指導力をもって漁場計画
案の検討や漁業調整に取り組まれるなど、海区漁業調整委員会の遂行
と運営に尽力され、地域漁業の振興と発展に多大な貢献をされました。 
これらの功績は顕著であり、高く評価されるところであります。 

６９歳 



令和７年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

平取町 佐 々
さ さ

 憲 一
けんいち

 

昭和４８年から養鱒業に従事し、父親から相続したトドマツ、カラ
マツ人工林及び環境保全の目的で購入した天然林を適正かつ計画的に
整備し、積極的に資源の循環利用を図っています。 
また、沙流川森林組合代表監事として長く要職を務め、森林組合の

健全な経営や発展に尽力されました。 
地域住民や小学生等を対象に林業教室を開催し森林づくりの大切さ

を伝えるほか、道が実施するコンテナ苗木のモデル植栽に所有林を提
供し調査・検証に協力するなど、地域林業の振興に貢献されています。 
平成２９年に北海道指導林家に認定され、近年は、指導林家を対象

とした研修会にも積極的に参加し、新たな林業知識、技術の習得に努
めるほか、適齢期を迎えたカラマツ林を主伐、搬出し、再造林するな
ど、計画的かつ積極的に資源の循環利用に貢献するとともに、天然林
から、特用林産の原料等を供給するなど、地域の林業・林産業の発展
に貢献された功績は誠に顕著であります。 

７８歳 


